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【はじめに】CaF2と SrF2の固溶体 Ca1-xSrxF2

は、DUV応用から大変興味が持たれている

が、詳細な報告例は無い。これまで Klimmらに

より相図（図 1）が報告され [1] 、x＝0.418近

辺で最小融点、かつ、固相線と液相線の幅が小

さく均質な固溶体単結晶作成の可能性が示され

た。我々は、CZ法により直径 2インチ、およ

び 4インチサイズの単結晶を試作し、作成結晶

について均質性や光学特性などを調べた。 

【実験方法】単結晶は、以前に大口径MgF2、

LiCAFを報告 [2]した二重坩堝式 CZ法による抵

抗加熱装置を用いて作成した。原料は純度 4Nの CaF2、および SrF2を用い、モル比

CaF2 ：SrF2＝0.55：0.45、および CaF2 ：SrF2＝0.582：0.418の組成比で混合した。結晶作

成は、カーボン製の二重坩堝を使用し、Ar雰囲気中にて成長速度 2～4mm/h、結晶回転速

度 6～10rpm、引上げ方位＜100＞で行った。作成した結晶について、組成分析や格子定数

測定、光学特性、XRT、XRCなど評価を行った。 

【結果と考察】＜100＞方位で引上げ作成

した直径 2インチ長さ 80mm（重さ 765g）

の Ca0.55Sr0.45F2単結晶の写真を図 2に示

す。クラックが無く透明であり、引上げ方

向において 10mm間隔毎に平行移動してイ

ンゴット表面をラウエ測定した結果、同じ

スポットが観測され、単結晶、かつ、方位

のズレが無いことが確認された。また、蛍

光 X線分析により、結晶上部、および結

晶下部において、原料組成比（CaF2 ：SrF2

＝0.55：0.45）との差や、結晶内の組成む

らが小さいことが確認された。同様の条件にて作成した直径 4インチサイズの結果や、直

径 2インチサイズの CaF2単結晶との比較など、評価結果についても報告する。 
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図 2 直径 2インチ Ca0.55Sr0.45F2単結晶 

図 1 D. Klimmらにより報告された 

CaF2-SrF2相図（ [1]より引用 ） 
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